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令和７年１月２０日 

平田幼稚園 

園長 田中佳江 

令和７年が始まりました。今学期もよろしくお願いいたします。 

いろいろな体験活動をしています 

 （ブログに書いたことは省略します） 

 

○お茶会（第１回目）をしました 

１月１４日（火）に、三斎流の森山先生を講師にお招きし、平田楽園クラブの皆さんとお茶会のメン

バーの方にお手伝いいただき、年長児が体験をしました。 

 最初は、立ち方・座り方・歩き方・お辞儀の仕方などの立ち居振る舞いを教えていただきました。約

束は３つ。「この場では静かにすること、動作をゆっくり行うこと、丁寧に行うこと」すべての動作が

普段と違い、順序を覚えてゆっくりと立ったり、すり足気味に歩いたりと、森山先生の見本を一生懸命

真似ていました。普段は、時々スライディングのようにして座る子どもも、今日は「ゆっくりと、丁寧

に」を心がけていましたよ。 

 いよいよお茶を点てる時間。今年は１５人が半分に分かれ友達にお茶を点てることをしました。相手

のことを思いながら一生懸命たてたお茶です。お運びする時も真剣そのもの！友達のお点前をいただく

子ども達も、一生懸命してくれた友達の思いを感じながら、ほとんどの子が全部飲み切りましたよ。 

 いつも元気いっぱいで、明るい話声や笑い声が絶えない年長児ですが、このお茶会の時間は３つの約

束を守ることができました。「やればできる」子ども達！言い換えれば場に応じた態度がとれる。これ

はすごいことだと思います。やろうと思っている事柄に気持ちを一生懸命寄せないとできません。話を

聞いて、自分なりに理解し、それを行動にしようと気持ちを寄せ、できた時の満足感が次への意欲とな

っていく。これは生活や遊びのいろいろな場面でも共通することだと思います。子ども達がやろうと思

ったことにしっかりと心が寄せられるような関わりを私たちもしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

    

○『路上詩人・書家のこーたさん』との表現遊び第２弾 

 ２回目ということもあって、こーたさんに親しみをもっている子ども達は、こーたさんの顔を見ると

手を振ったり、「こーたさーん」と声を掛けたりし、１６日（木）は朝からウキウキムードでした。 

 １回目は大きな紙に好きなものを自由に描いて楽しみました。今回は『だいすき』をテーマに一人一

人が『だいすき』な人、もの、こと、体験などを、丸い画用紙に描きます。最初はこーたさんの書道パ

フォーマンスを見せてもらい、意欲を高めた子ども達は、あらかじめ担任と会話をして決めていた自分

の『だいすき』を、クレパスやコンテ、絵の具などいろいろな画材を選んで、それはそれは楽しそうに、

また夢中で描きました。友達と一緒に行った山登りや海、遠足、楽しかった遊び、興味を深めた鳥や深

海・・・心の中にあふれていた『だいすき』を表現した絵は、どれも可愛らしく、力強く、その時の様

子が目に浮かびそうな楽しさで一杯でした。表現する楽しさ、のびのびと描く心地よさなどを十分に味

わった表現遊びでした。 

 今回の絵は一枚の大 

きな紙に貼り、最後に 

こーたさんの書で繋い 

でもらい、『だいすき』 

を表現した作品になる 

予定です。 

  

 

 

 



 

 

 

 

バースディプロジェクトを開催しました 

 毎年、年長児とその保護者を対象に、助産師さんを講師に、「誕生（日）」の意味をとおして、命の大

切さに気付いたり、自分も友達もかけがえのない存在であることを知ったり、多くの人に支えられて大

きくなった感謝の気持ちをもったり、保護者が性教育の在り方を学んだりする機会としています。 

 紙芝居や出産劇、実際の心音を聴いたり、赤ちゃん人形を抱っこしたりするなど、たくさんの内容で

した。紙芝居では、お父さんとお母さんからどうやって赤ちゃんができて、どうやって生まれてくるの

かを見ました。途中、裸の絵が出てきた時には、恥ずかしそうな表情も見せていましたが、命の誕生を

知るということをきちんとわかっていて、照れながらもしっかりと見ていました。そして、水着や下着

で隠すプライベートゾーンは、体の中でもとても大切な場所なので、人に見せたりしないことや、人に

触られたら嫌だと言うことなども教わりました。 

 １月生まれの友達に出てもらって心音を聴いたり、赤ちゃん人形と手や足の大きさを比べっこしたり

もしました。最後に、全員が赤ちゃん人形を抱っこしました。「結構重たいね」「かわいい」と、本物と

同じ大きさや重さの赤ちゃん人形を抱っこした子ども達。きっと、自分もこんな風におうちの人に抱っ

こされたんだろうな・・と思いながら抱っこしていたのではないでしょうか。 

 保護者による座談会では、我が子が生まれた時の様子や気持ちを話されたり、子どもへの性教育をど

の程度、どんな言葉ですればいいのか・・などの悩みを話されたりしました。 

 最後に、保健師さんから乳がんについての話があり、実際の模型でガン部分を触ってみる体験も保護

者さんにしてもらいました。翌日、ある保護者さんから「昨夜、子どもから生まれた時の様子などにつ

いていろいろ聞かれました。 

その時の気持ちも含めて話 

して聞かせました。」と教え 

てくださいました。子ども 

達もいろいろなことを感じ 

取り、命について考える良い 

機会となったのではないか 

と思います。 

 

難しいことに挑戦するって楽しいね！ 

 年長児は、登園して身の回りの始末をすると「チャレンジだー」と、遊戯室へ行きます。縄跳び、大

縄跳び、竹馬、一輪車、跳び箱、鉄棒、どれも簡単にできるものではありません。昨年の年長児がする

のを見ていて、憧れの気持ちはあり、やってはみるものの、なかなかできなくて諦めてしまう時期もあ

りました。でも、たくさんの体験を積み重ね、友達とのつながりを深め、『やればできる（かも）』とい

う気持ちをもつようになった今、担任が「今日はもうチャレンジ、終わりにしよう」と声をかけるまで

何度も何度も挑戦しています。「できるようになりたい」という強い気持ち、友達から受ける刺激、く

じけそうになるけれど先生や友達から「もう少しだよ」という励ましなどによって、諦めずに取り組ん

でいます。その顔は目がキラキラ輝いていて、「難しいことも楽しいね」と感じているようです。 

 年少児は、手回しゴマや逆さゴマ、年中児は紐ゴマに挑戦しています。その時期ならではの「ちょっ

と頑張ればできる」目標に向かっています。 

 できるようになることばかりではないかもしれませんが、できた時の喜びや自信、頑張っている自分

や友達って素敵だなと思える気持ちを培っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな難しいことに                            「どすこい！」という掛け声で 

 チャレンジする年長児                             コマ回し（年少児）          「紐が難しいなぁ」年中児 

 

 

 

 


